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資料編 

指導上の留意点 

 

同和問題に関する人権教育を実践するに当たって 

 同和問題に関する人権教育の中心的課題は、現在も残っている心理的差別を解消し、差

別をなくしていくことのできる人間を育成することです。そのためには、同和問題を人権

教育に位置付けて、全ての児童生徒に対して全教育活動を通して人権意識を高め、他者の

痛みを共有できる心情を育て、発達の段階に即して同和問題に関する正しい知識を身に付

けさせていくことが必要です。 

 また、同和問題に関する人権教育を実践するに当たっては、差別をされてきた人々への

差別の厳しさや過酷さを指導するだけでなく、歴史的業績などを取り上げることや、私た

ちの努力で差別をなくしていくことができることなど、明るい展望に立って推進していく

ことが極めて大切です。このことは具体的には次のようにまとめることができます。 

 ① 学校生活の中で、一人一人の児童生徒の人権尊重を徹底し、望ましい人間関係を

築いていくこと。 

 ② 科学的、合理的な考え方を養い、日常生活における差別や偏見を見抜き、それを

許さない生き方を身に付けさせること。 

 ③ 豊かな心情を養い、他者の痛みに共感できる児童生徒を育て、助け合い、励まし

合える集団生活を実現させること。 

 ④ 同和問題の正しい認識を深め、その解決に向けて意欲と実践力を身に付けさせる

こと。 

 ⑤ 同和問題を含めた自校の人権教育について、様々な機会を通して保護者や地域の

人々の理解を図り啓発に努めること。 

 

小・中学校社会科における身分制度の学習を指導する際の留意事項 

 同和問題に関する人権教育では、江戸時代の身分制度、明治時代の解放令、大正時代の

水平社運動などの事例を取り上げ、その歴史的背景を正しく理解させることが重要です。

特に、小・中学校社会科における江戸時代の身分制度の学習は、同和問題に関する人権教

育の入り口でもあり、児童生徒の発達の段階を考慮した指導を行うことが大切です。 

同和問題に関する人権教育を指導する際のポイント 

 ① 明るい展望に立って同和問題に関する人権教育を推進していく。 

  ・同和地区の人々が世の中を支える仕事や伝統文化の継承に貢献してきたことを取

り上げる。 

  ・厳しい差別の中でも協力し合い、差別に負けずにたくましく生きてきたことを理

解させる。 

  ・差別の厳しさや悲惨さだけを強調する授業にならないよう注意する。 

  （授業を受けた児童生徒に、同和地区に対する偏見が残る危険性がある。） 

 ② 指導する際の留意事項 

  ・小学校では、「えた」「ひにん」身分の呼称は教えない。 

  ・中学校では、「えた」「ひにん」身分の呼称はひらがな表記にする。 
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同和問題を正しく理解するために 

 

○同和地区がどのようにしてできたのか？ 

○同和地区の人々はどのようにして差別と

闘ってきたのか？ 

○国、県及び市町村の同和問題解決への取

組は？ 

 こうした問いに答えるためには、まず差

別の歴史を知る必要があります。 

 穢多（えた）・非人（ひにん）等の用語は、

差別的な意味で使用されてきましたが、こ

の冊子では、同和問題に関する正しい歴史

的認識を深めるための歴史的用語としてそ

のまま掲載しています。 

 学習や研究の場以外では、絶対に使用し

てはいけません。その言葉によって苦しむ

人がいることを正しく理解することが必要

です。 

 

１ 幕藩体制と同和地区の形成 

 １５世紀から１６世紀の戦国時代という

乱世が統一され、慶長８(1603)年、徳川家

康は江戸に幕府を開き、将軍を頂点とした

大名による土地と領民を支配する幕藩体制

を成立させました。 

 また、幕藩体制が固まると、民衆に対し

て、政治的、経済的に次々と多くの制限を

加え、専制支配体制を築き上げていきまし

た。 

 こうした身分制度は、身分の固定化を図

るとともに、職業、更には居住の自由をも

束縛するものでした。このような居住の自

由を制限された地域の多くが、現在では「同

和地区」や「被差別部落」など（以下、「同

和地区」といいます。）と呼ばれるようにな

ったと考えられています。 

 同和地区の人々は、死牛馬の処理、皮革

製造関係の仕事、司法警察上の業務や行刑

の補助等といった仕事に従事させられてい

ました。 

 特に、役人足といって下級司法警察や処

刑の手伝いといった仕事は、治安維持のた

めの労役で、犯罪捜査や百姓等の不穏な空

気を探索する役目を負わされ、一揆が発生

すると、鎮圧の先兵として利用されました。  

 このように、同和地区の人々は社会を支

える役割を果たしていましたが、同和地区

の人々に対する、百姓をはじめとした多く

の人々の差別観、違和感などをかきたてる

ことになったのです。 

同和地区の起源 

 同和地区の起源については、人種起源説、

宗教起源説、職業起源説など諸説あります。

近世の封建権力が形成される過程で支配権

力によって政治的に設定されたとする政治

起源説が通説とされてきました。 

 最近では賤民の身分は既に中世に成立し

ていたとする中世起源説もあります。 

 

２ 同和地区の人々の闘い 

 この身分制度は、江戸時代の中ごろから

強まり、特に、同和地区の人々に対しては、

衣服の制限をはじめ、祭礼から締め出し、

更には水利権などをも認めず、共同体から

排除するなど、暮らしのうえで様々な差別

がありました。 

 しかし、同和地区の人々は、こうした屈

辱に甘んじてばかりはいませんでした。安

政３(1856)年、岡山藩で起こった「渋染一

揆」がそれです。 

 これは、岡山藩の倹約令が同和地区の

人々に対して特に厳しく、着物の色は渋染

 「武士」と「百姓（農民等）」と「町人（工

商等）」という身分を固定化し、百姓や町人

とは別に、穢多・非人などの身分をおきま

した。 




